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3. メーカー製ブレースへの対応について

3 1 増設ブレ スで使用できるメ カ 製ブレ ス3‐1. 増設ブレースで使用できるメーカー製ブレース

• BUS‐5で利用可能なメーカー製ブレースの適用BUS 5で利用可能なメ カ 製ブレ スの適用

範囲を耐震診断ソフトの増設ブレースまで広
げましたげました。
以下のメーカー製ブレースに対応しました。

• KTブレース(JFEシビル株式会社)
• 二重鋼管座屈補剛ブレース(JFEシビル株式会社)
• アンボンドブレース(新日鉄住金エンジニアリング株式会社)

ビ プブ 岡部株式会社• ビーアップブレース(岡部株式会社)

KTブレース、二重鋼管座屈補剛ブレースの場合には、以下の指針に準拠することが
可能です可能です。

「JFEピン接合鋼管ブレース耐震補強工法」設計・施工指針‐KTブレース・二重鋼管ブ
レースによる耐震・制振補強工法‐GBRC性能評価 第08‐05号（2008年7月1日）
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3. メーカー製ブレースへの対応について

3 2 メ カ 製ブレ スの入力3‐2. メーカー製ブレースの入力

増設ブレース(メーカー製)で
入力します。

鋼材デ タベ スより メ鋼材データベースより、メー
カー名と型番を選択し、その
内容を参照することができま
す

項 目 説 明 省略時

「入力なし」

「新日鉄住金エンジニアリング(株)」

す。

メーカー名
「新日鉄住金エンジニアリング(株)」
「岡部(株)」
「ＪＦＥシビル(株)」のいずれか

－

型番

メーカー名で指定したメーカーの型番号を入力します。

[鋼材データベース]から参照した場合は、その内容が表示 －

18操作：［耐震診断］→［増設部材］→［増設壁、ブレース］：枠付き増設ブレース(メーカー製)

されます。



3. メーカー製ブレースへの対応について

3 3 メ カ 製ブレ スの適用指針3‐3. メーカー製ブレースの適用指針

KTブレースまたは二重鋼管座屈補剛ブレースを使用する場合、以下で適用する指針を
選択する とが きます選択することができます。
適用するとした場合には、「JFEピン接合鋼管ブレース耐震補強工法」設計・施工指針に
より、耐力、F値計算を行います。
適用しないとした場合には 他のブレ スと同様 耐震改修設計指針により 耐力 F値適用しないとした場合には、他のブレースと同様、耐震改修設計指針により、耐力、F値
計算を行います。

項 目 説 明 省略時

ＫＴブレース・二重鋼管座屈補剛ブレース

設計指針の適用

「適用する」

「適用しない」のいずれか
適用する

19操作：［耐震診断］→［計算条件］→［耐震診断計算条件］：共通(モデル化・終局強度)



3. メーカー製ブレースへの対応について

3 4 ＫＴブレース 二重鋼管座屈補剛ブレースほかの終局耐力

β( N/N )

3‐4. ＫＴブレース、二重鋼管座屈補剛ブレースほかの終局耐力

圧縮ブレース軸力Ｎｃは下式に

a) KTブレースの場合

0 7
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β(=N/Ny)

β=‐0.0099λ+1.21

β=‐0.0047λ+1.10F=0.8

F=1.0

圧縮ブレース軸力Ｎｃは下式に
より算定します。
Ｎｃ＝β・Ｎｙ＝β・Ｎｔ
ここに、

Ｎｙ：引張ブレースの降伏軸力
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Ｎｙ：引張ブレースの降伏軸力
（＝Ｎｔ）
β：圧縮ブレースの耐力低減係
数（＝Ｎc／Ｎｙ, 0.7≦β≦1.0）
βはブレースの細長比λによって
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β=‐0.0313λ+1.66 β=‐0.0203λ+1.4277
F=2.0βはブレ スの細長比λによって

右図のように変動します。
※ここでのF値は補強量決定の
ために用いられる靱性指標(入
力値)を指します力値)を指します。

ブレースの降伏軸力は、座屈拘束効果によりブレースの細長比に係わらず
となります

b)アンボンドブレース、ビーアップブレース、二重鋼管ブレースの場合

Ｎｃ＝Ｎｔとなります。

このため、圧縮ブレース軸力Ｎｃは引張ブレースの降伏軸力Ｎｔと同値とし、圧縮ブレース軸力Ｎｃの低減は
行いません。
※適用指針によらずＮｃ＝Ｎｔとなります。
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3. メーカー製ブレースへの対応について

3 5 ＫＴブレ スの終局耐力3‐5. ＫＴブレースの終局耐力

以下の手順で、KTブレースの圧縮耐力算定
時に用いるF値を決定し 入力します時に用いるF値を決定し、入力します。

ス タ ー ト

補強量決定のために用いられる
靱性指標を仮定

補強量決定のために用いられる靱性指標
を圧縮耐力算定用靱性指標で指定

２次耐震診断計算実行

項 目 説 明 省略時

２次耐震診断計算実行

圧縮耐力算定用

靱性指標の指定

ＪＦＥ耐震補強指針を適用した場合に有効です。

Ｆ値の選択肢は0.8～2.0の範囲とし、βの算定値

は0.7～1.0の範囲とします。

「Ｆ値0.8の条件でβを算定」

「Ｆ値1 0の条件でβを算定」

Ｆ値1.0の条件で

βを算定

２次耐震診断計算結果

圧縮耐力算定用
靱性指標が適当か

YES

NO
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（ＫＴブレース）
「Ｆ値1.0の条件でβを算定」

「Ｆ値1.27の条件でβを算定」

「Ｆ値1.5の条件でβを算定」

「Ｆ値2.0の条件でβを算定」

βを算定

エ ン ド

YES



3. メーカー製ブレースへの対応について

3 6 ＫＴブレ ス 二重鋼管座屈補剛ブレ スのＦ値3‐6. ＫＴブレース、二重鋼管座屈補剛ブレースのＦ値

破壊形式 架構部の破壊形式 靱性指標Ｆ値

ＫＴブレ ス Ｆ 2 0(1 5)
ＫＴブレース、二重鋼管ブレースの靱性指
標で 「2001年版ＲＣ改修指針」および

タイプⅠ
曲げ柱または曲げばり支配型柱

せん断柱またはせん断ばり支配型柱

ＫＴブレース：Ｆ＝2.0(1.5)
二重鋼管ブレース：Ｆ＝2.6(2.0)
ただし、Ｑsu2/Ｑsu1＜1.1の場合は()内。

タイプⅡ パンチングシヤーと接合部の破壊型 Ｆ＝1.0(RC) F=1.27(SRC)

補強架構単体の場合は

標で、「2001年版ＲＣ改修指針」および
「2009年版ＳＲＣ改修指針」の内容と異な
る箇所は次の3点です。

1) タイプⅠ、Ⅲおよびその他の場合にＫＴ
ブレースが「2001年版ＲＣ改修指針」に

タイプⅢ 架構部の全体曲げ降伏型

補強架構単体の場合は、

ＫＴブレース：

Ｆ＝2.0(1.5)
二重鋼管ブレース：

Ｆ＝2 6(2 0)

ブレースが「2001年版ＲＣ改修指針」に
規定されるＦ＝2.0としているのに対し、

二重鋼管ブレースを適用する場合はＦ
＝2.6とします。

2) タイプⅠ、Ⅲおよびその他の場合のた
だ 書 お ブ が「

Ｆ 2.6(2.0)
ただし、Ｑsu2/Ｑsu1＜1.1の場合は、()内。

タイプⅣ (極)脆性型柱

既存柱が極脆性柱の場合は

Ｆ＝1.0(RC)
既存柱が脆性柱の場合は

だし書において、ＫＴブレースが「2001
年版ＲＣ改修指針」に規定されるＦ＝
1.5としているのに対し、二重鋼管ブ

レースを適用する場合は、同規定値の
比率(0.75＝1.5/2.0)に準じ、Ｆ＝

F=1.27(SRC)

タイプⅤ

基礎回転破壊型

※ 2次診断時はＱruの算出を行わない

補強架構単体の場合は、

ＫＴブレース：

Ｆ＝2.0(1.5)

比率( / ) 準 、
2.0(≒2.6×0.75)とします。

3) タイプⅠにおいて、「2001年版ＲＣ改修

指針」に規定される「ＲＣ架構部のＦ値
＞2.0のとき、「ブレース架構のＦ値＝Ｒ
Ｃ構造のＦ値」としてよい 」は省きます

(その他) ため、破壊形式が直接入力された場合

のみタイプⅤとなります。

二重鋼管ブレース：

Ｆ＝2.6(2.0)
ただし、Ｑsu2/(γ･Ｑru)＜1.1の場合は、()内。

Ｃ構造のＦ値」としてよい。」は省きます。

ここに、
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ここに、
Ｑsu1 ：増設ブレースの座屈と引張降伏で決まるせん断終局強度
Ｑsu2 ：パンチングシヤーと接合部で決まるせん断終局強度
Ｑmu ：全体曲げ終局時せん断力
Ｑru ：回転終局時せん断力



3. メーカー製ブレースへの対応について

3 7 メ カ 製ブレ ス使用時のメッセ ジ出力3‐7. メーカー製ブレース使用時のメッセージ出力

KTブレースを用いていて、JFE耐震補強指針を指定した場合に、入力値と計算結果より、以下のメッKTブレ スを用いていて、JFE耐震補強指針を指定した場合に、入力値と計算結果より、以下のメッ
セージを出力します。

■ワーニングメッセージ■ワーニングメッセージ

・KTブレースおよび二重鋼管座屈補剛ブレースは「JFEピン接合鋼管ブレース耐震補強工法」設計施工指針によっ
て計算を行います。指針の適用に際しては、JFEシビル株式会社に確認を行ってください。

耐震診断計算結果の補強架構の靱性指標と入力された補強量決定のために用いられる靱性指標が異なる場合耐震診断計算結果の補強架構の靱性指標と入力された補強量決定のために用いられる靱性指標が異なる場合
・□階□フレーム□軸 増設ブレース(KTブレース)の靱性指標と圧縮耐力計算時の補強量決定のために用いられ
る靱性指標が異なります。

■エラーメッセージ■エラ メッセ ジ

細長比λ＞58の場合
・□階□フレーム□軸 増設ブレース(KTブレース)の細長比λが58を超えています。部材を変更してください。

圧縮耐力低減係数β＜0 7の場合圧縮耐力低減係数β＜0.7の場合
・□階□フレーム□軸 増設ブレース(KTブレース)の圧縮耐力低減係数βが0.7を下回っています。部材を変更して
ください。
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3. メーカー製ブレースへの対応について

3 7 メ カ 製ブレ ス使用時のメッセ ジ出力

二重鋼管座屈補剛ブレースを用いている場合に 入力値と計算結果より 以下のメッセージを出

3‐7. メーカー製ブレース使用時のメッセージ出力

二重鋼管座屈補剛ブレ スを用いている場合に、入力値と計算結果より、以下のメッセ ジを出
力します。

■ワ ニングメッセ ジ■ワーニングメッセージ

製造限界長さLd(座屈長さℓk‐2・GL)＜1,000mmの場合
・□階□フレーム□軸 ﾌﾞﾚｰｽの軸心間長さからﾋﾟﾝやｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾟﾚｰﾄ等の端部までの長さを引いた部材長さが最短
長さより短くなっています。長さより短くな て ます。

アンボンドブレース、ビーアップブレース、二重鋼管座屈補剛ブレースを用いている場合に、入力
値と計算結果より、以下のメッセージを出力します。

■エラーメッセージ

補剛限界長さLa(座屈長さℓk)＞Lamaxの場合
・□階□フレーム□軸 ﾌﾞﾚｰｽの部材長さが限界座屈長さを超えています。
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